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母
集
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意
義

　
す
　
　
び

は

し
　
が
　
き

　
第
二
次
大
戦
後
わ
が
国
に
お
い
て
、
推
測
統
計
理
論
が
任
意
標
本
調
査
法
と
し
て
杜
会
統
計
の
実
際
に
導
入
さ
れ
る
と
共
に
、
杜

会
統
計
に
お
け
る
推
測
統
計
理
論
の
適
用
可
能
性
の
間
題
が
統
計
学
老
の
問
で
論
争
さ
れ
て
以
来
、
既
に
１
５
年
あ
ま
り
が
経
過
し
て

　
　
（
１
）

い
る
。
今
日
そ
の
論
争
の
成
果
を
回
顧
し
て
み
る
時
、
論
争
の
初
期
に
み
ら
れ
た
、
ｎ
然
統
計
に
お
け
る
と
全
く
同
様
の
意
味
に
お

い
て
推
測
統
計
理
論
を
杜
会
統
計
に
お
い
て
も
適
用
せ
ん
と
す
る
立
易
（
推
計
学
派
と
い
わ
れ
る
）
も
、
ま
た
逆
に
、
杜
会
統
計
に
お

け
る
推
測
統
計
理
論
の
適
用
を
全
面
的
に
否
定
せ
ん
と
す
る
立
場
も
少
数
意
見
に
な
り
、
杜
会
調
査
の
一
技
術
と
し
て
、
ま
た
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

限
り
に
お
い
て
、
推
測
統
計
理
論
の
有
効
性
を
認
め
る
立
場
（
標
本
調
介
技
術
論
者
と
い
う
）
が
優
勢
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
社
会
統
計
に
お
け
る
母
集
団
の
意
義
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
（
二
五
一
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
（
二
五
二
）

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
三
号
）

し
か
し
・
未
だ
十
分
な
解
決
に
は
書
て
書
奪
の
で
あ
一
て
、
依
然
と
し
て
繰
返
し
こ
の
間
題
が
論
苫
れ
る
こ
と
が
何
よ
り

の
証
明
で
あ
ろ
う
。
・

し
か
し
・
私
は
杜
会
統
計
に
書
る
推
測
統
計
諾
の
適
用
の
間
題
に
二
て
は
、
標
本
調
査
技
術
論
の
立
場
に
は
全
面
的
に
賛

成
し
得
き
の
で
薯
て
・
そ
れ
は
・
統
計
的
法
則
の
研
究
の
段
階
で
推
測
統
計
理
論
の
適
用
可
能
性
が
間
題
と
書
得
る
と
考
え

る
か
ら
で
あ
る
・
す
奪
ち
・
杜
会
経
済
現
象
の
法
則
は
思
惟
に
よ
つ
て
理
論
的
に
の
姦
明
し
得
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
実
証
、

特
に
数
的
規
定
性
に
書
る
実
証
に
際
し
て
は
、
ま
た
は
、
理
論
的
考
察
の
容
易
に
解
明
し
難
い
関
連
の
統
計
的
発
見
に
当
つ
て
は
、

可
能
竈
り
偶
然
性
島
乱
を
免
れ
た
結
果
を
得
る
：
が
望
ま
し
く
、
従
つ
て
、
一
般
霊
よ
び
特
殊
的
原
農
合
の
図
式
に
よ

り
大
数
法
則
を
原
理
と
す
る
統
計
的
法
則
の
獲
得
の
視
角
は
、
杜
会
統
計
に
き
て
春
然
と
し
て
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ

届
合
・
も
し
集
測
統
計
理
論
が
適
用
し
得
る
養
ば
吉
正
確
な
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
こ
れ
の
可
能
性
が
考
察

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

本
稿
は
・
こ
の
よ
う
高
題
意
識
の
下
に
、
推
測
統
計
理
論
の
琵
可
能
性
の
間
題
を
、
杜
会
統
計
の
場
合
の
母
集
団
の
意
味
の

解
明
の
角
度
か
ら
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
・
…
で
母
集
団
の
性
質
に
中
心
高
い
た
の
は
、
そ
こ
に
こ
そ
推
測
統
計
理
論
の
適
用

の
意
義
・
可
能
性
・
限
界
を
判
断
す
る
有
力
な
根
禁
存
在
す
る
と
考
え
る
か
ら
で
雲
。
ま
ず
第
一
節
に
書
て
杜
会
統
計
で
は

二
つ
。
認
管
讐
区
別
す
べ
き
で
雲
こ
と
を
習
か
に
し
、
第
二
節
で
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
の
集
団
と
統
計
的
方
法
の
特
徴
を
述

べ
・
塘
三
節
に
お
い
て
そ
れ
に
著
い
て
各
場
合
の
母
集
団
の
性
質
の
違
い
を
吟
味
し
、
推
測
統
計
理
論
の
適
川
可
能
性
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
一
－
一
諭
争
の
幾
で
は
群
学
育
一
邑
婁
た
は
畿
許
学
；
・
一
、
三
庁
・
汁
、
。
。
け
、
。
。
。
一
、
業
調
衰
一
。
。
、
、
、
一
、
、
一
、
一
、
・
、
、
、
一
。
ド
、
一
、
、
一
ぴ
一
、



　
標
本
理
論
（
乎
８
々
Ｏ
｛
。
。
Ｐ
８
旦
｛
品
）
等
と
い
わ
れ
、
推
測
統
計
理
論
（
｝
８
ｑ
Ｏ
｛
。
。
汁
牡
げ
戌
３
一
｛
ま
冒
彗
８
）
と
い
う
名
称
は
一
般
に
用
い

　
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
推
計
学
は
増
山
元
三
郎
、
北
川
敏
男
の
両
氏
に
よ
っ
て
特
殊
の
意
味
内
容
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
祉
会
統

　
計
学
に
摂
取
し
得
る
性
質
の
も
の
で
な
い
た
め
に
こ
こ
で
は
不
適
当
で
あ
り
、
ま
た
、
標
本
調
査
法
、
標
本
理
論
は
狭
く
祉
会
集
団
の
任
意
拙

　
出
法
に
よ
る
一
部
調
査
の
意
味
に
も
用
い
ら
れ
、
混
乱
を
生
じ
易
い
の
で
避
け
た
方
が
好
ま
し
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
推
測
統
計
理
論
と
い

　
う
こ
と
に
す
る
。

（
２
）
　
こ
の
論
争
の
要
約
と
主
な
文
献
（
た
だ
し
昭
和
三
一
年
ま
で
）
に
っ
い
て
は
、
大
屋
祐
雪
「
標
本
調
査
法
の
技
術
性
に
っ
い
て
」
熊
本
商

　
大
論
集
、
第
四
号
、
昭
和
三
二
年
参
照
。
な
お
、
標
本
調
査
技
術
論
の
立
場
に
っ
い
て
は
、
船
木
勝
也
「
標
本
調
査
技
術
論
の
立
場
か
ら
」
九

　
州
大
学
大
学
院
経
済
学
会
－
経
済
論
究
」
、
第
二
号
、
一
九
五
七
年
、
お
よ
び
、
吉
田
忠
「
標
本
調
査
に
よ
る
構
遣
的
変
化
の
把
握
」
経
済
統

　
計
研
究
会
「
統
計
学
」
、
第
十
号
、
一
九
六
二
年
、
に
要
領
良
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。

、
杜
会
統
計
の
二
つ
の
認
識
目
標

　
臼
然
科
学
の
領
域
で
は
有
効
に
適
用
し
得
る
推
測
統
計
班
論
の
、
杜
会
科
学
的
統
計
に
お
け
る
導
入
の
可
能
性
の
間
題
を
考
察
す

る
に
当
っ
て
は
、
ま
ず
最
初
に
、
ｎ
然
現
象
と
杜
会
現
象
の
性
質
の
違
い
に
某
づ
く
統
計
的
方
法
の
差
異
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

便
利
で
あ
る
。
こ
の
間
題
に
つ
い
て
端
的
な
解
明
を
与
え
て
く
れ
る
の
は
、
フ
ラ
ス
ヶ
ム
バ
ー
（
勺
・
ヨ
婁
冨
旨
勺
弩
）
の
杜
会
科
学
的

統
計
に
お
け
る
認
識
〕
標
の
二
元
論
（
一
Ｕ
毒
戻
旨
豪
ら
竃
厚
ぎ
目
箏
片
ま
ま
５
で
あ
ろ
う
。
ノ
ラ
ス
ヶ
ム
バ
ー
は
一
九
二
七
年
の
論
文

「
統
計
苧
と
大
数
法
則
」
（
一
）
ざ
Ｏ
．
９
募
葦
自
邑
ら
鶉
Ｏ
・
。
・
９
・
ｑ
害
。
・
Ｈ
９
窒
ざ
巨
竃
一
＞
長
．
○
。
ブ
キ
・
げ
．
Ｌ
０
望
．
Ｌ
り
貝
）
に
お
い
て
、

大
数
法
川
を
礼
会
統
計
学
の
某
本
原
珊
と
す
る
一
般
の
風
湖
を
杜
会
統
計
の
経
験
と
矛
屑
す
る
も
の
と
し
て
排
撃
し
、
杜
会
科
学
的

統
計
に
お
い
て
は
ｎ
然
科
学
的
統
計
の
場
合
と
違
つ
て
認
識
目
標
に
二
つ
の
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
し
て
杜
会
統
計
方
法
は
二

種
の
方
法
か
ら
成
つ
て
お
り
、
大
数
法
則
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
と
の
み
関
連
し
、
そ
れ
は
杜
会
統
計
で
は
極
く
稀
な
場
合
で
あ
る
こ

　
　
　
杜
会
統
計
に
お
け
る
母
集
団
の
意
義
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
（
二
五
三
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
（
二
五
四
）

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
三
号
）

と
を
明
確
に
し
た
の
で
あ
っ
て
・
こ
の
杜
会
科
学
的
統
計
に
お
け
る
議
目
標
の
二
元
論
は
、
蓋
理
と
数
論
理
の
平
行
論
一
勺
、
、
．

Ｐ
姜
婁
奪
。
・
隻
一
。
ｑ
一
一
…
蔓
巨
邑
喜
．
統
計
的
研
究
に
お
い
て
は
数
学
的
手
続
は
事
物
的
意
味
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

請
）
と
並
ん
で
、
フ
ラ
ス
ケ
ム
バ
ー
の
杜
会
統
計
方
法
論
の
二
大
支
柱
を
な
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
そ
こ
で
・
フ
ラ
ス
ヶ
ム
バ
ー
の
認
識
目
標
の
二
元
論
の
主
張
を
み
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
礼
会
科
学
的
統
計
に
お
い
て
は
杜
会
集
団
現
象
の
数
的
把
握
を
目
標
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
更
に

　
　
い
杜
会
笛
の
大
き
さ
と
整
、
そ
の
時
間
的
発
展
お
よ
ぴ
他
の
集
団
と
の
関
係
の
数
的
記
述
記
述
的
認
識
目
標
一
、
一
。
。
。
岸
、
、
勺
汁
一
く
。
。
。

　
　
　
肉
『
汀
¢
箏
目
汁
箏
げ
ユ
巴
）
と
、

　
　
の
集
団
の
基
礎
に
あ
る
竺
的
蕉
因
複
合
な
い
し
掌
れ
に
規
定
さ
れ
た
典
型
的
俺
の
研
究
、
換
一
一
一
一
。
す
れ
ぱ
、
大
数
法
則
の
作
用
暴
づ

　
　
　
く
集
団
の
合
法
則
性
の
筋
推
則
的
一
差
簑
則
志
向
的
一
認
腎
標
一
。
。
汁
。
。
プ
、
。
。
け
一
。
。
。
げ
。
。
。
。
、
汀
。
。
目
け
、
一
、
。
。
、
、
。
一
一

の
二
っ
の
場
合
に
分
れ
る
。
一
雰
貴
・
…
．
…
一
－
一
；
己
一
き
婁
。
プ
、
、
汁
雲
。
一
け
珍
・
§
、
・
一
一

　
　
そ
し
て
・
後
老
の
場
合
は
・
竺
的
な
恒
常
的
、
一
般
的
傍
複
合
に
よ
つ
て
規
定
さ
れ
、
・
か
し
、
更
に
可
変
的
、
蝶
膿
爆
合
の
作
用

の
た
め
に
偶
然
変
動
を
示
す
萎
の
竃
一
本
質
同
藁
団
婁
・
目
。
・
一
・
一
・
、
・
プ
・
ン
、
秦
一
が
鯉
で
あ
り
、
従
つ
て
、
大
数
硫
の
作
用
に
よ
つ
て

姶
め
て
譲
さ
れ
る
の
に
対
し
て
・
前
者
の
場
Ａ
一
は
、
勿
論
木
筒
策
団
の
こ
と
圭
る
多
く
の
場
く
い
、
そ
の
よ
う
姦
一
的
俺
讐
の
存

在
し
な
い
・
杜
会
的
に
意
砦
あ
る
観
点
か
ら
標
潜
君
箇
一
責
葦
一
。
。
・
・
一
・
、
・
プ
・
レ
、
・
・
。
。
。
、
一
が
鯉
で
あ
り
、
故
に
、
こ
こ
で
は
大
数
碕

　
は
何
等
の
役
割
も
演
じ
な
い
の
で
あ
る
、
一
麦
麦
暑
婁
・
・
。
・
心
Ｎ
。
。
一
。
ら
嚢
一

　
　
そ
し
て
、
礼
会
統
計
の
方
法
は
こ
れ
ら
の
認
識
目
標
に
応
じ
て
、

　
　
到
　
革
な
る
計
数
（
Ｎ
筆
一
彗
）
、
計
量
（
ソ
一
鶉
。
・
昌
）
、
計
算
（
黒
弓
争
箏
。
。
）
の
方
法
と

　
　
句
　
大
数
法
則
に
基
づ
く
火
団
概
察
の
方
法
（
狭
義
の
統
計
的
方
法
）

　
よ
と
り
成
る
の
で
あ
る
。
（
ｏ
ｇ
津
ド
ｃ
ｏ
．
呂
○
。
）



　
礼
会
科
学
鵯
域
で
は
記
述
的
認
識
姦
則
的
認
識
も
認
識
檀
に
お
い
て
は
同
様
に
妥
で
あ
る
が
、
前
老
は
常
に
可
能
で
あ
る
の
に
対
し
て

後
者
は
稀
に
し
か
可
能
で
な
く
・
従
っ
て
、
実
際
上
は
記
述
的
認
識
の
方
が
重
要
な
役
割
を
果
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
杜
会
科
学
以
外
の

領
域
で
は
大
数
法
則
集
づ
く
合
法
則
性
の
把
握
の
み
が
問
題
で
あ
り
、
具
体
的
塞
団
の
大
き
さ
は
そ
れ
白
体
と
し
て
ホ
等
の
認
聯
値
差

く
・
た
だ
そ
の
緕
果
の
信
頼
性
の
批
判
の
纏
と
な
る
に
す
ぎ
ず
、
従
つ
て
、
狭
義
の
統
砧
方
法
し
か
問
題
に
奮
な
い
。
そ
し
て
、
確
率
論
的

に
基
礎
づ
げ
ら
れ
た
統
計
的
方
崇
杜
会
科
学
以
外
の
襲
で
は
極
め
て
有
効
に
適
用
で
き
る
の
に
対
し
て
、
杜
会
科
学
の
領
域
で
は
限
ら
れ
た
利

　
用
し
か
で
き
な
い
。
（
○
鶉
９
Ｎ
一
〇
〇
〇
〇
・
切
８
■
己
胃
。
。
１
０
。
一
９
９
０
ま
昼
０
ｑ
汀
。
斤
○
Ｏ
・
畠
Ｃ
。
）

　
以
上
の
よ
う
に
し
て
、
フ
ラ
ス
ヶ
ム
バ
ー
は
認
識
目
櫟
の
二
元
性
か
ら
集
団
の
二
元
性
、
統
計
的
方
法
の
二
元
性
を
規
定
し
て
、

そ
の
基
礎
の
上
に
独
臼
の
杜
会
統
計
方
法
諭
を
構
成
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
衣
祉
会
統
計
に
お
け
る
認
識
口
標
の
二
元
論
は
、
一
般
的
に
白
然
と
杜
会
の
両
者
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ

て
い
る
統
計
的
方
法
を
雑
双
し
、
杜
会
統
計
の
実
際
と
の
ギ
ャ
ツ
プ
を
調
篠
す
る
方
途
を
与
え
、
杜
会
統
計
方
法
論
の
構
成
に
有
効

な
視
角
を
提
供
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
他
方
に
お
い
て
、
統
計
に
よ
る
法
則
的
認
識
を
大
数
法
則
を
基
礎
と
す
る

特
殊
の
場
令
に
だ
け
展
し
た
点
で
、
杜
会
舞
法
則
の
認
識
に
春
る
統
計
の
役
割
姦
小
化
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
主
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

こ
の
点
を
有
…
正
三
氏
は
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。
　
「
お
も
う
に
記
述
的
性
格
し
か
も
た
ぬ
統
計
的
認
識
も
杜
会
科
学
に
・
お
け

丞
納
艦
Ｏ
材
料
と
盲
貨
。
警
す
れ
ば
、
礼
会
科
学
泣
則
的
誰
雑
の
奈
に
撃
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て

そ
れ
泣
川
牢
止
「
在
だ
つ
の
で
あ
つ
’
て
、
礼
会
統
計
学
は
、
ン
、
の
た
め
の
制
約
を
明
ら
か
に
し
、
統
計
的
誰
の
と
る
べ
き
方
法

榊
砦
堤
し
な
け
注
雀
ぬ
。
と
こ
ろ
が
、
フ
ラ
ス
ヶ
ム
バ
ー
は
、
こ
の
方
向
に
礼
会
聾
学
・
薩
を
蓬
し
、
珊
諭
膿

開
を
お
こ
た
う
こ
と
を
し
な
か
っ
た
、
統
計
的
認
識
ｒ
」
お
け
る
法
則
志
向
性
は
こ
れ
を
た
だ
碓
率
算
的
手
続
に
よ
る
現
象
の
木
賃
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
（
二
五
五
）

　
　
　
　
杜
会
統
計
に
お
け
る
母
集
団
の
意
義
（
関
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
（
二
五
六
）

式
の
摘
出
に
お
い
て
し
か
求
め
な
か
っ
た
」
と
。
し
か
し
、
私
は
認
識
目
標
の
二
元
論
を
採
る
場
合
、
必
ず
し
も
統
計
に
よ
る
杜
会

経
済
法
則
の
認
識
の
役
割
を
不
当
に
局
限
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
は
次
○
よ
う
で
あ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
杜
会
経
済
法
則
は
杜
会
科
学
の
理
論
的
研
究
に
よ
っ
て
Ｏ
み
解
明
し
得
る
の
で
あ
っ
て
、
ン
、
の
過
程
に
お
い
て
、

現
実
界
か
ら
分
析
素
材
を
獲
得
し
、
構
成
さ
れ
た
理
論
を
現
実
に
よ
っ
て
確
認
、
検
証
す
る
に
際
し
て
統
計
が
不
可
欠
の
手
段
と
な

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
有
田
氏
○
指
摘
の
通
り
、
記
述
的
統
計
は
杜
会
科
学
Ｏ
法
則
的
認
識
過
程
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
法
則
定
立
に
役
立
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
令
の
統
計
的
な
方
法
手
続
と
し
て
は
、
一
杜
会
科

学
の
理
論
の
指
示
に
従
っ
て
、
理
論
的
に
意
味
の
あ
る
同
質
単
位
の
群
の
構
成
と
関
連
あ
る
標
識
の
組
合
せ
に
よ
る
統
計
集
団
の
構

造
分
析
の
方
法
で
あ
り
、
更
に
フ
ラ
ス
ヶ
ム
バ
ー
の
い
う
事
物
論
理
的
基
礎
づ
け
が
可
能
な
限
り
に
お
い
て
の
計
算
的
方
法
で
あ
っ

て
、
純
粋
の
記
述
的
目
標
に
対
応
す
る
方
法
と
同
じ
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
故
に
、
杜
会
統
計
の
記
述
的
目
標
と
い

う
場
合
、
純
粋
の
数
的
記
述
だ
け
に
限
ら
な
い
で
、
同
様
の
方
法
に
よ
る
法
則
的
認
識
を
も
含
む
も
の
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
が
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
そ
し
て
、
杜
会
科
学
の
理
論
を
統
計
に
よ
っ
て
確
認
し
検
証
す
る
　
　
特
に
数
的
規
定
性
に
お
い
て
実
証
せ
ん
と
す
る
場
合
、
衣

い
し
は
、
理
論
的
分
析
が
未
だ
及
び
得
ず
経
駿
的
に
統
計
的
分
析
の
み
か
ら
知
り
得
た
法
川
性
（
こ
れ
は
い
っ
か
珊
論
に
ょ
っ
て
説
明
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
）
の
場
合
は
、
偶
然
的
変
動
を
含
ん
だ
数
値
よ
り
も
そ
れ
か
ら
解
放
さ
れ
た
数
他
に
よ
る
方
が
、
よ
り
正
確
な
検
証

匁
い
し
は
法
則
性
Ｏ
認
識
で
あ
り
、
そ
れ
は
記
述
的
〕
標
Ｏ
場
合
と
全
然
原
理
を
火
に
す
る
大
数
法
則
に
基
礎
を
置
く
方
法
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
Ｏ
大
数
法
則
を
原
〃
と
す
る
方
法
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
、
偶
然
性
Ｏ
影
響
か
ら
大
な
り
小
な

り
免
れ
た
結
果
　
　
そ
れ
は
班
論
的
に
解
則
さ
れ
た
場
合
も
あ
れ
ば
未
だ
説
閉
さ
れ
て
お
ら
な
い
場
合
も
あ
る
　
　
を
「
統
計
的
法



則
一
ま
た
は
合
法
則
性
・
規
則
性
一
一
と
■
つ
の
で
あ
っ
て
、
先
・
記
述
的
目
標
の
場
合
・
杜
会
科
学
の
理
論
・
統
計
的
検
証
簗
は
統

計
的
法
則
と
は
い
わ
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
か
く
て
、
杜
会
統
計
・
准
測
的
目
標
と
い
う
時
は
、
杜
会
経
済
法
則
一
般
の
認
識
を

い
う
の
で
隻
く
・
以
上
の
よ
う
荘
殊
の
条
件
の
場
合
の
杜
会
経
済
法
則
一
統
計
的
法
則
一
の
認
識
で
あ
つ
て
、
後
老
は
前
老
に
よ

っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
に
従
属
せ
し
め
ら
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
理
由
か
ら
私
は
・
杜
会
統
計
の
記
述
的
目
標
を
単
な
る
記
述
に
限
定
し
き
で
吉
広
く
法
則
的
認
識
を
喜
め
て
考
え

る
こ
と
に
し
・
そ
し
て
・
推
測
的
目
標
を
杜
会
科
学
の
法
則
の
特
殊
の
条
件
の
場
合
の
み
と
解
釈
し
て
、
杜
会
統
計
に
お
け
る
認
識

目
標
の
二
元
論
の
基
礎
の
上
に
杜
会
統
計
方
法
論
を
考
え
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
一
－
一
有
田
正
三
「
杜
会
統
計
学
の
一
つ
の
構
成
原
理
一
彦
根
論
叢
、
第
八
０
１
二
号
、
鶉
三
六
年
、
九
九
頁
参
照
。

　
　
一
２
一
フ
ラ
ス
ヶ
ム
バ
ー
の
認
識
口
標
の
二
一
兀
論
は
多
く
の
労
作
に
お
い
て
繰
返
し
主
張
さ
れ
て
い
る
が
、
二
で
は
特
に
前
述
の
「
統
計
学
と

　
　
　
大
数
法
則
一
と
「
統
計
学
に
お
け
る
同
種
性
の
間
題
一
一
婁
勺
葦
彗
奪
－
麦
・
事
、
暮
、
岸
。
。
一
箏
ら
。
、
・
。
一
、
ご
・
。
葦
…
．
・
。
一
．
。
、
。
プ
．
，

　
　
　
岩
巾
ら
二
一
ｓ
ｏ
）
と
に
よ
っ
た
。

　
　
一
３
一
そ
こ
で
フ
ラ
ス
ケ
ム
パ
よ
・
使
用
習
慣
と
語
源
上
の
理
由
と
か
ら
、
杜
会
集
団
現
象
の
数
的
把
握
の
方
法
を
「
統
計
的
方
法
一
一
。
。
汁
、
汁
一
。
。
、

　
　
　
一
葦
二
雲
。
£
と
い
い
・
一
般
的
鵠
複
合
の
研
雀
向
け
ら
れ
た
方
法
を
「
推
測
的
方
法
一
一
。
。
一
。
。
プ
、
。
。
庄
。
。
。
プ
。
曽
。
庄
。
。
。
一
と
雲

　
　
　
の
が
よ
い
と
し
て
い
る
。
（
○
鶉
ｇ
Ｎ
一
〇
〇
〇
〇
・
胃
Ｈ
Ｉ
心
）

　
　
一
４
一
布
旧
正
三
「
フ
ラ
ス
ケ
ム
バ
ー
の
認
識
Ｈ
標
の
二
元
論
に
つ
い
て
一
寝
論
叢
、
第
八
七
号
、
昭
和
三
七
年
、
十
二
頁
。

　
　
一
５
一
フ
ラ
ス
ケ
ム
バ
ー
は
「
祉
会
科
学
大
辞
仇
一
一
言
麦
書
巨
二
…
。
・
童
多
９
。
。
。
プ
、
一
汁
。
目
」
；
、
一
・
一
所
収
の
「
一
般
聾
学
一

　
　
　
一
砦
妻
ぎ
。
・
茎
葦
一
に
お
い
て
、
礼
会
科
学
的
許
に
お
け
る
認
腎
櫟
姦
測
的
認
脊
標
と
非
搾
測
的
認
腎
標
一
。
一
。
げ
、
。
。
汁
。
．

　
　
　
。
葦
葦
鶉
婁
彗
邑
。
。
註
一
と
に
分
け
て
い
る
が
一
。
・
』
一
、
霊
胃
標
の
代
り
に
非
欝
的
□
標
を
用
い
る
方
が
、
こ
の
よ
う
憲

　
　
　
味
に
解
釈
す
る
時
は
よ
り
適
切
で
あ
ろ
う
。

祉
会
統
計
に
お
け
る
母
集
団
の
意
義
（
閥
）

七
　
（
二
五
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
三
号
）

八
　
（
二
五
八
）

二
、
杜
会
統
計
の
二
つ
の
方
法

　
前
節
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
杜
会
統
計
に
お
い
て
は
記
述
的
目
標
と
推
測
的
目
標
の
二
つ
の
場
合
が
あ
る
。
最
初
の
記
述
的
目
標

○
場
合
は
、
政
治
的
、
経
済
的
、
自
然
的
等
○
諸
関
係
、
諸
事
情
に
よ
っ
て
客
観
的
に
集
団
と
し
て
条
件
づ
け
ら
れ
て
存
在
す
る
杜

会
集
団
現
象
ｏ
数
的
記
述
、
な
ら
び
に
、
ン
、
の
特
徴
の
数
的
分
析
を
任
務
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
単
位
の
群
分
け
、
集
団

の
構
造
分
析
お
よ
び
計
算
の
方
法
が
用
い
ら
れ
、
統
計
的
方
法
の
内
容
を
構
成
し
て
い
る
。
次
の
推
測
的
目
標
の
場
合
は
、
存
在
た

る
杜
会
集
団
ン
、
の
も
○
で
は
な
く
、
条
件
を
同
じ
く
す
る
現
象
の
集
団
的
観
察
に
よ
る
典
型
的
、
本
質
的
な
値
の
推
定
が
任
務
で
あ

っ
て
、
こ
こ
で
は
同
一
条
件
の
現
象
ｏ
集
団
の
構
成
と
計
算
方
法
、
特
に
確
率
論
的
方
法
が
統
計
的
方
法
の
内
容
で
あ
る
。
次
に
、

こ
れ
ら
二
つ
の
認
識
目
標
ｏ
場
合
ｏ
集
団
な
ら
び
に
方
法
の
特
徴
を
詳
細
に
み
て
行
こ
う
。

　
四
　
記
述
的
目
標
の
場
合

　
杜
会
集
団
の
統
計
的
認
識
は
、
ま
ず
、
特
定
の
時
所
に
於
け
る
杜
会
集
団
の
大
き
さ
と
構
造
の
数
的
記
述
か
ら
姶
ま
り
、
次
い
で
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
時
間
的
発
展
と
他
の
集
団
と
の
関
係
の
分
析
に
進
む
の
で
あ
っ
て
、
最
初
の
礼
会
集
団
の
数
的
記
述
の
過
程
は
統

計
調
査
（
ま
た
は
俄
一
団
観
察
ン
Ｈ
臼
。
。
。
。
彗
げ
８
ざ
・
孝
；
。
・
）
と
い
わ
れ
る
。
統
計
調
査
は
、
対
象
た
る
集
団
の
単
位
（
統
計
単
位
）
と
性
貫

（
統
一
標
識
と
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
る
）
に
つ
い
て
の
概
念
規
定
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
一
連
の
調
査
作
業
（
狭
義
の
統
計
調
査
）
　
　
個
別
概

察
（
■
、
一
一
。
一
、
自
コ
・
・
）
、
終
理
（
ご
宇
・
§
～
易
）
、
表
現
（
夏
鼻
・
旨
品
）
、
計
算
（
寮
・
一
；
昌
）
　
　
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

　
＠
　
統
計
対
象
に
つ
い
て
の
概
念
視
定
は
次
ｏ
内
容
を
持
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
集
団
ｏ
蝋
位
す
な
わ
ち
統
計
単
位
の
概
念
を
定
義

し
、
ン
、
れ
Ｕ
存
在
い
時
問
と
場
所
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
統
計
集
団
が
椛
成
さ
れ
る
。
ン
、
ｏ
場
合
、
統
計
集
団
○
範
囲
は
対
象



た
る
杜
会
集
団
の
客
観
的
に
決
っ
て
い
る
範
囲
と
一
致
す
る
よ
う
に
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
し
て
、
集
団
に
つ
い
て
知
ら
ん
と
す
る
種
六
の
性
質
（
集
団
性
）
を
統
計
標
識
と
し
て
定
義
す
る
。
そ
の
場
合
、
統
計
標
識
は
普

通
更
に
二
個
な
い
し
は
そ
れ
以
上
の
下
位
概
念
に
よ
っ
て
細
分
さ
れ
、
集
団
性
の
方
向
毎
に
、
上
位
の
統
計
標
識
（
こ
れ
は
す
べ
て
の

単
位
に
妥
当
す
る
）
に
従
属
す
る
下
位
の
統
計
標
識
（
こ
れ
は
一
部
分
の
単
位
に
の
み
妥
当
す
る
）
の
系
列
が
得
ら
れ
、
統
計
集
団
が
よ
り
同

質
の
単
位
○
群
に
構
造
分
析
さ
れ
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
工
業
統
計
調
査
に
お
い
て
は
、
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
は
、
唯
単
に
従
業
者
数
、
生
産
額
、
原
材
料
費
等
を
工
業
事
業
所
集
団
全
体
に
つ
い
て
知
る
だ
け
で
は
な
く
、
集
団
の
産

業
部
門
別
、
規
模
別
、
地
域
別
等
の
構
造
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
　
「
従
業
者
数
」
「
生
産
額
」
「
原
材
料
費
」
等

の
外
に
「
製
造
品
」
「
所
在
地
」
等
が
統
計
標
識
と
し
て
規
定
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
「
製
造
品
」
は
更
に
「
食
料
品
」
「
繊
維
」
…
－

の
統
計
標
識
に
細
分
さ
れ
、
　
「
製
造
品
」
に
よ
っ
て
総
括
さ
れ
た
製
品
別
統
計
標
識
の
系
列
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
、
ン
、
の
系
列
の
有

す
る
内
容
の
限
り
に
お
い
て
、
工
業
事
業
所
集
団
が
製
造
品
を
同
じ
く
す
る
事
業
所
の
群
に
分
割
さ
れ
得
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
統
計
標
識
に
よ
る
統
計
集
団
の
構
造
分
析
は
、
集
団
性
の
方
向
毎
に
行
わ
れ
る
（
い
わ
ゆ
る
単
純
分
類
）
だ
け
で
は
な

く
、
因
果
的
な
い
し
は
相
互
依
存
的
関
連
が
あ
り
、
間
題
の
解
明
に
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
数
個
の
統
計
標
識
を
組
合
せ
て
、
一
方

向
か
ら
構
造
分
析
さ
れ
た
統
計
集
団
を
更
に
他
の
方
向
か
ら
も
重
複
し
て
構
造
分
析
を
行
い
、
よ
り
同
質
の
単
位
の
群
に
細
分
す
る

（
重
複
分
類
）
の
で
あ
っ
て
、
組
合
せ
る
標
識
が
豊
當
な
程
統
計
集
団
の
性
質
を
よ
り
詳
細
に
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
要
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

に
、
統
計
櫟
識
に
よ
る
統
計
集
団
の
構
造
分
析
が
統
計
調
査
法
ｏ
核
心
で
あ
る
。

　
¢
オ
　
こ
う
し
て
統
計
単
位
と
統
計
標
識
が
定
義
さ
れ
ろ
と
、
ン
、
○
視
定
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
実
地
調
査
、
集
計
の
過
秤
を
経
て
、
す

べ
て
の
統
計
標
識
が
そ
れ
を
有
す
る
単
位
の
個
数
な
い
し
は
単
位
の
値
の
合
計
に
よ
っ
て
数
的
規
定
を
受
け
、
上
位
ｏ
統
計
襟
識
に

　
　
　
祉
会
統
計
に
お
け
る
母
集
団
の
意
義
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
（
二
五
九
）
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一
〇
　
（
二
六
〇
）

よ
っ
て
そ
れ
に
従
属
す
る
下
位
の
統
計
標
識
を
総
括
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
統
計
集
団
の
構
造
を
示
す
統
計
値
の
系
列
（
構
造
的
統
計

系
列
）
が
得
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
構
造
的
統
計
系
列
に
Ｌ
っ
て
、
一
方
向
の
集
団
性
“
か
ら
み
た
場
合
、
Ｎ
個
の
単
位
の
統
計
集
団
、
ま

た
は
単
位
の
値
の
総
計
が
Ｘ
の
統
計
集
団
は
統
計
標
識
～
～
…
…
～
の
Ｋ
個
の
群
（
部
分
集
団
）
か
ら
成
っ
て
お
り
、
各
群
は
そ
れ
ぞ
れ

れ
む
…
…
篶
個
の
単
位
を
有
し
・
な
い
し
は
、
そ
の
単
位
の
値
の
合
計
は
、
ム
・
…
・
丸
で
あ
る
し
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
（
表
－
参
照
）

　
造ぴ
構

性
た
団
み
集
ら
　
か１表

の
計

値
合数位単識標

１
　
　
２
　
　
　
　
　
　
　
比

Ｘ
Ｘ
：
…
－
Ｘ

∴
ｕ
ｈ
…
．
ｈ

～
～
…
…
如

ＸＮ計総

　
こ
の
構
造
的
統
計
系
列
が
示
す
統
計
集
団
の
性
質
を
一
個
な
い
し
は
数
個
の
値
で
特
徴
づ
け
る
こ

と
が
、
そ
れ
の
理
解
な
ら
び
に
よ
り
以
上
の
分
析
に
有
用
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
計
算
さ
れ
る
の
が

比
率
、
中
数
値
、
分
散
度
（
重
複
分
類
の
場
合
は
更
に
相
関
係
数
、
回
帰
係
数
）
等
の
特
性
値
（
内
。
目
目
、
。
．

｛
Ｏ
プ
箏
臼
目
０
ｑ
。
。
墨
巨
彗
）
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
統
計
集
団
の
構
造
分
析
は
、
統
計
標
識
と
し
て
規
定
さ
れ
た
集
団
性
の
方
向
毎
に
行

わ
れ
、
そ
し
て
更
に
、
そ
れ
の
組
合
せ
の
数
だ
け
生
ず
る
の
で
あ
る
。

　
◎
　
以
上
の
よ
う
に
し
て
特
定
の
時
所
に
於
け
る
杜
会
集
団
の
数
的
記
述
が
得
ら
れ
る
と
、
そ
れ
を
用
い
て
杜
会
集
団
の
時
問
的

発
躁
な
ら
び
に
関
連
あ
る
他
の
集
団
と
の
関
係
の
分
析
に
進
む
の
で
あ
り
、
そ
の
場
合
、
統
計
値
の
経
過
と
相
互
関
係
を
特
徴
づ
け

る
た
め
に
・
大
な
り
小
な
り
数
学
的
方
法
が
有
用
且
つ
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
指
数
、
関
係
比
率
、
相
関
係
数
、
回
帰
係
数
等

が
州
い
ら
れ
る
。

　
以
上
ｏ
こ
と
か
ら
、
統
計
単
位
と
統
計
標
識
の
定
義
、
な
ら
び
に
、
統
計
標
識
の
下
位
標
識
へ
の
分
割
と
統
計
標
識
の
組
合
せ
の

い
か
ん
は
、
杜
会
集
団
の
統
計
的
認
識
の
価
値
を
根
本
的
に
決
定
す
る
重
要
な
間
趣
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、

こ
れ
等
の
概
念
規
定
は
間
題
の
杜
会
集
団
に
つ
い
て
の
杜
会
科
学
理
論
に
某
づ
い
て
行
わ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
、
！
、
の
場



合
、
杜
会
科
学
的
概
念
を
そ
れ
か
ら
大
な
り
小
な
り
乖
離
し
た
統
計
的
概
念
に
規
定
し
直
す
こ
と
が
必
要
と
な
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
統
計
的
認
識
は
集
団
を
ン
、
れ
の
要
素
の
観
察
に
よ
っ
て
認
識
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
こ
そ
集
団
の
具
体
的
な
数
的
規
定
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
は
個
六
の
要

素
に
つ
い
て
実
際
に
観
察
し
得
る
よ
う
な
概
念
規
定
が
必
要
で
あ
り
、
と
こ
ろ
が
、
杜
会
現
象
の
核
心
は
質
的
性
質
の
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
杜
会
科
学
的
概
念
は
極
め
て
多
様
な
連
続
的
、
流
動
的
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
個
人
の
要
素
に
適
用
す
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

に
は
・
或
る
程
度
恋
意
的
、
人
工
的
な
限
定
を
加
え
て
非
連
続
的
、
固
定
的
な
も
の
に
規
定
し
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
工
業
統
計
調
査
の
調
査
票
お
よ
び
調
査
提
要
に
与
え
ら
れ
て
い
る
工
業
事
業
所
（
統
計
単
位
）
と
各
調
査
項
目

（
統
計
標
識
）
の
定
義
、
注
意
事
項
を
一
読
す
れ
ば
容
身
に
肯
首
し
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
そ
の
結
果
、
統
計
的
概
念
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
統
計
集
団
は
杜
会
科
学
的
概
念
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
た
杜
会
集
団
と
完
全
に
は

一
致
せ
ず
、
統
計
集
団
の
構
造
分
析
に
よ
っ
て
は
杜
会
集
団
の
性
質
の
十
分
な
解
明
は
困
難
と
な
り
、
こ
こ
に
統
計
的
認
識
の
大
き

福
約
が
存
在
す
る
の
で
あ
迎
そ
こ
で
・
統
計
的
認
識
に
際
し
て
は
、
杜
会
科
学
の
理
論
を
基
礎
と
し
て
、
統
計
的
概
念
と
杜
会

科
学
的
概
念
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
で
き
る
だ
け
少
く
す
る
よ
う
努
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
普
通
間
題
に
さ
れ
る
統
計
調
査
の
誤
差
は
、
　
（
杜

会
集
団
で
は
な
し
に
）
統
計
集
団
の
数
的
記
述
ｏ
不
完
全
さ
で
あ
る
が
、
そ
の
外
に
更
に
、
以
上
の
よ
う
な
概
念
的
理
由
に
よ
る
杜
会

集
団
ｏ
認
識
誤
差
が
存
在
す
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
吻
　
推
測
的
目
標
の
場
合

　
こ
こ
で
は
・
同
一
条
件
の
下
で
も
必
ず
し
も
同
じ
緒
果
を
示
さ
な
い
現
象
の
集
団
観
察
の
緒
果
が
比
較
的
安
定
的
な
忙
を
示
す
こ

と
よ
り
・
一
般
的
原
内
複
合
の
作
用
が
、
事
例
に
よ
っ
て
異
な
る
特
殊
的
原
閑
複
合
の
作
州
に
１
よ
つ
て
撹
乱
さ
れ
、
と
こ
ろ
が
、
後

　
　
　
祉
会
統
計
に
お
け
る
母
集
団
の
意
義
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
（
二
六
一
）
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二
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二
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二
）

者
ｏ
作
用
は
多
数
○
観
察
の
総
合
に
よ
っ
て
大
体
相
殺
、
消
去
さ
れ
、
前
者
の
作
用
結
果
が
認
識
可
能
に
な
っ
た
と
仮
定
し
て
、
集

団
観
察
○
結
果
を
以
て
一
般
的
原
因
複
合
に
よ
る
当
該
現
象
の
典
型
的
な
い
し
は
本
質
的
な
伍
（
法
則
的
な
性
質
）
の
推
定
値
と
す
る

の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
推
測
的
目
標
の
場
合
の
対
象
は
、
そ
の
基
礎
に
統
一
的
な
一
般
的
原
因
複
合
が
存
在
し
て
い
る
集
団
で
あ
り
、
そ
れ
は
、

現
象
に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
な
条
件
が
す
べ
て
同
じ
で
あ
り
、
唯
些
細
な
無
視
し
得
る
小
条
件
の
み
が
異
な
る
よ
う
な
、
高
度
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

同
質
Ｏ
要
素
Ｏ
集
団
（
フ
ラ
ス
ヶ
ム
バ
ｉ
の
本
質
同
等
集
団
）
の
場
合
に
姶
め
て
み
ら
れ
る
。
故
に
、
こ
の
集
団
の
要
素
は
、
条
件
と
な

る
諦
性
貫
に
つ
い
て
は
全
く
同
一
で
あ
り
、
そ
れ
の
結
果
と
な
る
一
個
の
性
質
に
関
し
て
の
み
差
異
を
有
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
集

団
は
後
老
に
つ
い
て
の
み
（
換
言
す
れ
ぱ
、
一
方
向
の
集
団
性
に
関
し
て
の
み
）
構
造
分
析
が
可
能
で
あ
る
。
　
（
但
し
、
統
計
的
囚
果
研
究
の

場
合
に
原
Ｎ
た
る
性
質
と
結
果
た
る
性
賃
と
の
関
連
が
問
趣
の
時
は
、
集
団
は
原
因
的
標
識
と
納
果
的
標
識
と
の
糾
合
せ
に
よ
っ
て
重
複
し
て
権
造
分

析
さ
れ
る
、
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
性
質
に
関
し
て
は
最
早
や
構
造
分
析
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
）
そ
し
て
、
こ
の
集
団
の
構
造
を
特
徴
づ
け

る
比
率
、
中
数
侃
等
が
一
般
的
原
内
複
合
に
対
応
す
る
値
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
場
合
は
、
観
察
さ
れ
る
事
例
の
数
が
多
い
程
、
特
殊
的
原
因
複
合
の
相
殺
は
よ
り
完
全
に
な
り
、
一
般
的
原
囚
復
合

に
よ
り
近
似
す
る
緋
果
が
得
ら
れ
る
、
と
い
う
大
数
法
則
が
集
団
観
察
の
基
礎
原
理
で
あ
る
。
従
つ
て
、
観
察
さ
れ
る
集
団
の
範
閉

は
、
原
珊
的
に
は
、
大
数
法
則
の
作
川
に
よ
っ
て
十
分
な
近
似
的
統
果
が
得
ら
れ
る
大
き
さ
で
あ
る
こ
と
を
要
し
、
記
述
的
□
標
の

場
く
〕
と
違
っ
て
、
種
六
の
祉
会
的
、
ｎ
然
的
関
係
か
ら
決
ま
る
集
団
的
存
在
範
囲
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
、
概
察
災
団
が
い
か
に
大
き
く
と
も
、
ン
、
れ
か
ら
得
ら
れ
る
緒
果
は
完
全
に
特
殊
的
原
囚
複
合
の
影
欝
を
免
れ
て
い
る
と

は
い
え
六
い
た
め
に
、
災
団
観
察
Ｕ
緕
呆
（
正
確
に
は
そ
れ
に
基
づ
く
推
定
仙
）
と
現
象
Ｏ
典
型
的
、
本
貫
的
な
値
と
Ｏ
問
に
は
常
に
大



言
小
言
轟
一
推
定
撃
が
告
、
従
っ
て
、
そ
・
大
き
が
間
題
に
な
る
。
も
し
特
殊
的
麿
複
合
の
作
用
が
完
全
に
偶

然
的
性
質
の
も
○
で
あ
る
時
は
、
推
定
誤
差
の
程
度
を
確
率
算
的
手
続
を
適
用
し
て
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
が
・
杜
会
科
学
的
領
域
に
１
於
て
は
、
こ
の
よ
う
匁
統
一
的
な
一
般
的
原
因
複
合
の
支
配
す
る
集
団
、
従
つ
て
、
大
数
法
則

が
妥
当
す
る
集
団
は
極
め
て
稀
な
場
合
で
あ
っ
て
、
精
含
然
的
性
格
の
強
い
現
象
の
場
合
に
の
掌
完
、
一
般
的
に
は
、
杜
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

集
団
は
こ
の
よ
う
柔
質
同
等
集
団
の
複
雑
な
奨
一
か
ら
成
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
記
述
的
目
標
の
場
倉
行
わ
れ
る
統
計

集
団
の
構
造
分
析
に
よ
っ
て
高
度
に
同
質
的
読
分
集
団
を
麓
す
る
時
、
よ
う
や
く
そ
れ
に
近
い
集
団
が
得
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ

る
・
し
か
し
・
そ
れ
も
実
際
上
は
、
統
計
集
団
に
つ
い
て
観
察
さ
れ
る
標
識
の
僅
少
な
こ
と
か
ら
、
部
分
集
団
の
同
質
化
に
は
狭
い

限
界
が
あ
り
・
更
に
得
ら
れ
た
聾
集
団
の
単
位
数
の
減
少
は
大
数
法
則
の
作
用
を
妨
げ
、
十
分
鳶
度
の
推
定
値
蕃
ら
し
得
な

い
こ
と
集
る
・
ま
た
・
統
計
馨
の
過
程
で
生
ず
一
素
統
的
義
差
の
存
在
は
、
特
殊
的
原
因
複
合
の
韓
の
偶
然
性
の
期
望

　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

困
難
な
ら
し
め
る
。

か
く
て
・
杜
会
統
計
に
き
て
は
推
測
的
目
標
の
可
襲
場
合
は
実
く
、
更
に
、
そ
れ
が
可
能
鳶
で
嘉
奮
的
処
理
の
適

用
は
困
灘
な
こ
と
が
多
い
。

　
　
一
－
一
こ
の
よ
差
統
計
集
団
の
構
造
分
析
に
よ
る
杜
会
集
団
現
象
の
性
質
の
解
明
の
理
論
に
つ
い
て
は
、
杉
栄
「
理
論
統
計
学
研
究
一
鵯
十

　
　
　
五
年
、
二
三
－
三
九
頁
お
よ
び
一
八
三
－
二
二
三
頁
参
照
。

　
　
一
２
一
祉
会
集
団
を
・
そ
の
簑
に
入
差
い
で
、
笛
そ
の
も
の
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
は
可
能
で
菅
、
そ
れ
憲
惟
に
よ
る
杜
八
ム
科
学
イ

　
　
　
研
究
に
お
い
て
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
今
に
は
集
団
の
淫
質
溝
論
的
に
、
従
つ
て
、
杣
篤
窪
凪
満
崖
書

　
　
　
え
る
こ
と
は
で
ぎ
る
が
・
具
体
的
姦
膿
定
を
与
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
莞
。
一
杉
、
前
蟄
、
、
十
九
－
二
三
塁
ノ
服
一

　
　
一
３
一
ヨ
菱
｛
；
蔓
ら
書
｛
二
彗
ニ
ニ
。
き
多
葦
プ
・
、
一
、
目
・
、
一
一
…
。
。
け
・
、
、
。
、
一
－
轟
巾
、
．
－
一
隻
・
。
。
。
．
匿
．
一
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
一
（
二
六
三
）

　
　
　
杜
会
統
計
に
お
げ
る
母
集
団
の
意
義
（
関
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
　
（
二
六
四
）

　
杉
栄
訳
「
杜
会
科
学
に
対
す
る
数
の
意
義
」
（
杉
、
前
掲
書
）
三
六
九
－
七
一
頁
一
　
＞
．
里
三
Ｐ
厚
Ｏ
匡
Ｏ
目
¢
自
目
ｑ
雲
０
ｑ
竃
９
旨
５
げ
ぎ
岸
０
旨

。
・
。
き
軍
ま
。
・
ま
争
彗
■
Ｈ
ぎ
昌
汁
目
ダ
巨
．
。
・
ブ
＞
・
・
プ
．
Ｌ
べ
塁
二
岩
員
Ｏ
．
Ｏ
。
二
〇
ド
・
。
．

（
４
）
　
杉
、
前
掲
書
、
一
二
七
－
四
〇
頁
参
照
。

（
５
）
ヨ
鶉
菱
昌
勺
實
一
９
・
一
・
プ
胃
碁
ぎ
岸
ら
．
胃
り
．

（
６
）
日
窒
冨
昌
？
■
○
匡
ｏ
ぎ
・
島
ぎ
汗
○
。
．
Ｓ
９

（
７
）
　
拙
稿
「
杜
会
統
計
に
お
げ
る
統
計
的
規
則
性
の
意
義
と
限
界
」
立
命
館
経
済
学
、
第
十
巻
第
三
号
、
昭
和
三
六
年
、
一
七
二
－
三
頁
お
よ

　
び
一
七
七
－
八
○
頁
参
照
。

三
、
杜
会
統
計
に
。
お
げ
る
母
集
団
の
意
義

　
前
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
杜
会
統
計
に
お
い
て
は
、
二
つ
の
認
識
目
標
と
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
集
団
お
よ
び
統
計
的
方
法
が

区
別
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
推
測
統
計
理
論
に
於
て
も
、
杜
会
統
計
へ
の
適
用
に
関
し
て
は
、
実
在
の
有

限
母
集
団
（
穿
ま
勺
・
毛
一
註
昌
）
の
場
合
と
仮
想
の
無
限
母
集
団
（
耳
尼
庄
圭
Ｓ
二
ま
箏
ま
勺
・
勺
巳
筆
昌
）
の
場
合
の
区
別
と
し
て
現

わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
い
う
記
述
的
目
標
の
場
合
に
、
特
定
の
時
所
に
於
け
る
具
体
的
な
杜
会
集
団
の
大
き
さ
と
構
造

を
あ
ら
わ
す
特
阯
値
と
を
得
ん
と
す
る
時
は
、
実
在
の
有
限
母
集
団
の
母
数
の
推
定
の
理
諭
と
し
て
展
開
さ
れ
、
他
方
、
こ
こ
に
い

う
稚
測
的
目
標
の
場
合
に
、
大
数
法
則
の
作
用
の
下
に
偶
然
に
よ
っ
て
歪
め
ら
れ
な
い
現
象
ｏ
其
値
を
知
ら
ん
と
す
る
時
は
、
仮
想

の
無
眼
母
集
団
の
母
数
ｏ
推
定
お
よ
び
仮
説
検
定
ｏ
理
論
と
し
て
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
前
老
は
特
に
標
本
調
査
理
諭
（
亭
、
。
、
く

Ｏ
｛
。
ｎ
Ｐ
昌
呂
易
冒
つ
。
２
昌
言
易
。
。
；
く
３
、
）
と
い
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
推
測
統
計
理
論
に
篶
て
は
、
そ
Ｏ
数
学
的
性
格
Ｏ
故
に
、
各
場
合
Ｏ
母
集
団
の
性
貫
Ｏ
相
違
に
閑
し
て
は
、
唯
単
に
有



限
か
無
限
か
の
考
察
あ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
前
節
で
述
べ
た
統
計
集
団
の
場
合
の
よ
臭
統
一
的
三
般
的
醤
複
合
の
存
在
の

有
無
は
全
然
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
君
ず
、
ど
ち
ら
の
場
合
も
母
集
団
は
数
値
の
集
合
と
し
て
考
え
ら
れ
、
叩
一
、
れ
の
特
性
値
で
あ
る

比
率
・
平
均
値
・
分
散
度
等
が
推
定
さ
る
べ
き
母
数
と
さ
れ
る
の
で
雲
。
従
つ
て
、
こ
苫
の
母
繁
単
な
る
集
団
構
造
の
簡
約

記
述
以
上
の
域
を
出
き
き
か
、
そ
れ
と
義
象
の
典
型
値
、
本
質
値
に
関
係
す
妻
の
か
の
区
別
に
も
無
関
心
で
あ
る
。

し
か
し
・
こ
の
こ
と
は
推
測
統
計
理
論
の
欠
点
と
は
な
ら
き
の
で
あ
つ
て
、
そ
茎
杜
会
統
計
に
適
用
す
る
場
合
に
、
利
用
者

が
杜
会
統
計
の
理
論
の
基
礎
の
上
に
乗
せ
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
に
外
奮
ず
、
こ
荘
就
て
の
理
論
的
解

明
を
与
え
る
こ
と
は
杜
会
統
計
学
の
任
務
の
；
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
杜
会
統
計
に
淳
る
二
つ
の
母
集
団
の
意
義
の
相
違
を

今
少
し
詳
し
く
考
察
し
て
み
よ
う
。

そ
の
前
に
・
母
集
団
一
書
茎
・
目
…
目
一
妻
一
の
概
念
を
一
本
稿
で
必
要
な
限
り
の
正
確
さ
で
一
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
先
に
母
集
団
を
「
数
値
の
集
合
一
と
い
っ
た
が
、
そ
れ
は
次
の
意
味
に
於
て
で
雲
。
す
奪
ち
、
母
集
団
は
、
無
限
母
集

団
の
場
合
に
は
「
同
じ
条
件
の
下
で
得
ら
れ
る
べ
き
数
値
全
汽
で
あ
る
が
、
有
限
母
集
団
の
場
合
に
は
次
の
二
つ
の
意
味
の
い
ず

れ
か
で
用
い
ら
れ
る
。

　
○
　
対
象
集
団
の
構
成
単
位
全
部
の
集
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
四
　
〇
を
一
つ
の
集
団
性
に
つ
い
て
観
察
し
た
時
の
単
位
の
持
つ
数
値
（
統
計
標
識
）
の
集
合

ぼ
常
識
的
な
使
い
方
で
書
、
理
論
的
に
は
票
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
嘉
限
母
集
団
高
の
意
味
に
於
て
考
え
る

こ
と
「
ト
す
る
・
な
お
・
こ
こ
に
数
値
と
い
う
の
は
、
量
的
標
識
の
場
合
だ
け
で
は
な
く
、
非
最
的
標
識
の
場
合
を
も
、
！
、
れ
を
数
字
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
含
ん
で
い
る
○
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
（
二
六
五
）

　
　
　
杜
会
統
計
に
お
げ
る
母
集
団
の
意
義
（
関
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
　
（
二
六
六
）

　
０
Ｄ
　
有
限
母
集
団
１
－
記
述
的
目
標
　
　
の
場
合

　
杜
会
集
団
○
数
的
記
述
の
場
合
に
は
、
ま
ず
第
一
に
、
い
か
に
集
団
を
定
義
し
、
い
か
に
集
団
を
構
造
分
析
す
る
か
が
間
題
で
あ

り
、
そ
れ
の
検
討
の
結
果
決
定
さ
れ
た
概
念
規
定
に
基
づ
い
て
調
査
作
業
が
行
わ
れ
、
統
計
集
団
は
構
造
的
統
計
系
列
群
に
記
載
さ

れ
、
各
統
計
系
列
の
特
徴
が
数
個
の
値
で
要
約
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
記
述
的
目
標
の
場
合
の
母
集
団
は
、
こ
の
決
定
さ
れ
た
統
計
的

概
念
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
統
計
集
団
の
構
造
分
析
結
果
、
す
な
わ
ち
、
構
造
的
統
計
系
列
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
故

に
概
念
的
理
由
に
よ
る
認
識
誤
差
に
閑
し
て
は
、
母
集
団
は
統
計
集
団
と
運
命
を
共
に
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
統
計
集
団
は
集
団
性
の
方
向
毎
に
構
造
分
析
さ
れ
、
更
に
は
集
団
性
の
組
合
せ
に
よ
り
重
複
的
に
分
析
を
加
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、
母
集
団
は
集
団
性
の
方
向
毎
に
み
た
場
合
の
統
計
集
団
に
対
応
す
る
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
、
一
つ
の
統
計
集
団
に
つ
い
て
そ

れ
の
構
造
分
析
の
方
向
の
数
だ
け
母
集
団
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
り
、
周
知
の
よ
う
に
こ
れ
は
標
本
設
計
に
際
し
て
、
標
本
の
大
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

さ
と
推
定
値
の
精
度
の
適
合
に
一
つ
の
困
難
を
生
ぜ
し
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
母
集
団
の
一
面
性
は
、
標
本
か
ら
全
体
を
推

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

定
し
得
る
の
は
直
接
的
に
は
比
率
、
平
均
値
等
の
集
団
の
構
造
を
特
徴
づ
け
る
値
（
特
性
値
）
で
あ
り
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
値
は
集

団
性
の
方
向
毎
に
統
計
集
団
の
構
造
の
簡
約
値
と
し
て
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
母
集
団

は
一
方
向
の
集
団
性
だ
け
で
は
な
く
、
集
団
性
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
み
た
場
合
の
統
計
集
団
に
も
、
そ
れ
の
構
造
の
特
性
値
が
求
め

ら
れ
て
い
る
限
り
、
対
応
し
得
る
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、
統
計
集
団
が
二
方
向
ｏ
最
的
集
団
性
に
関
し
て
重
復
分
類
さ
れ
、
そ

の
構
造
が
相
関
係
数
、
同
帰
係
数
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
有
限
母
集
団
は
統
計
集
団
を
一
方
向
の
集
団
性
（
な
い
し
は
、
数
個
の
方
向
の
集
団
性
の
紺
合
せ
）
に
関
し
て
観
察
し
た

結
果
に
対
応
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
母
集
団
の
個
六
の
数
値
は
複
雑
な
杜
会
経
済
的
狂
情
、
関
連
「
ト
よ
っ
て
娩
定
さ
れ
た
も
の
で
あ



り
、
そ
れ
に
は
何
等
確
率
的
性
質
は
仮
定
し
得
な
い
し
、
ま
た
、
仮
定
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
　
（
後
述
す
る
よ
う

に
、
無
限
母
集
団
の
場
合
は
母
集
団
の
要
素
白
体
が
確
率
変
数
で
あ
る
と
仮
定
さ
れ
、
こ
こ
に
大
き
な
相
違
が
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
）

　
し
か
し
、
推
測
統
計
理
論
は
母
集
団
と
標
本
と
を
確
率
論
的
図
式
に
よ
っ
て
関
係
づ
け
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
に
は
確
率

の
場
は
ど
こ
に
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
の
不
明
確
な
こ
と
が
推
計
学
論
争
を
紛
糾
せ
し
め
た
一
つ
の
原
因
で
あ
っ

た
。
こ
こ
で
は
統
計
集
団
の
単
位
の
任
意
抽
出
と
い
う
操
作
に
よ
っ
て
、
確
率
の
場
は
人
為
的
に
作
り
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
統
計
集
団
が
Ｎ
個
の
単
位
か
ら
成
る
場
合
、
そ
れ
か
ら
元
に
戻
さ
な
い
抽
出
法
で
無
作
為
（
津
量
己
・
冒
）
に
ｎ
個
の
単
位
を

抽
出
す
る
時
、
す
な
わ
ち
、
ま
ず
最
初
は
Ｎ
個
か
ら
１
個
、
次
に
（
考
ｌ
Ｈ
）
個
か
ら
１
個
、
…
…
最
後
に
（
考
ー
ミ
十
Ｈ
）
個
か
ら
１
個

と
順
次
任
意
抽
出
す
る
時
、
抽
出
の
い
ず
れ
の
段
階
に
於
て
も
、
未
だ
抽
出
さ
れ
て
い
な
い
単
位
は
全
部
同
一
の
抽
出
さ
れ
る
確
率

（
可
能
性
）
を
持
つ
か
ら
、
そ
の
結
果
得
ら
れ
た
ｎ
個
の
単
位
の
値
の
組
（
ぎ
・
一
挙
）
　
　
こ
の
よ
う
な
値
の
組
は
も
§
個
可
能
で

あ
る
　
　
は
、
母
集
団
の
Ｎ
個
の
値
（
×
ご
…
一
ク
）
か
ら
定
ま
る
と
こ
ろ
の
一
定
の
確
率
分
布
を
持
っ
た
離
散
的
ｎ
次
元
確
率
変
数
の
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

現
値
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
任
意
抽
出
さ
れ
た
ｎ
個
の
単
位
の
値
の
組
（
ぎ
…
一
挙
）
す
な
わ
ち
大
き
さ
ｎ
の
任
意
標
本

（
・
§
、
一
・
冒
。
、
・
昌
旦
、
）
か
ら
求
め
た
特
性
値
、
例
え
ば
平
均
値
は
確
率
変
数
と
な
り
、
か
く
て
、
推
測
統
計
理
論
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

標
本
特
性
値
（
統
計
量
。
。
葦
隼
一
・
）
と
母
集
団
特
性
値
（
母
数
喝
量
婁
箒
・
）
と
の
関
係
を
示
す
確
率
論
的
図
式
を
適
用
し
て
、
母
数

の
推
定
誤
差
の
程
度
を
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
有
限
母
集
団
の
場
合
は
、
統
計
集
団
の
単
位
の
無
作
為
抽
出
の
実
現
が
確
率
論
的
図
式
の
適
用
を
保
証
す
る

鍵
で
あ
り
、
そ
れ
が
技
術
的
に
可
能
な
限
り
推
測
統
計
理
論
は
十
分
有
効
に
適
用
し
得
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
尤
も
、
任
恋
標

本
に
よ
っ
て
母
集
団
の
特
性
値
を
十
分
な
精
度
で
推
定
し
得
る
に
は
限
度
が
あ
り
、
す
べ
て
を
知
り
得
な
い
（
例
え
ば
、
値
が
非
常
に

　
　
　
杜
会
統
計
に
お
け
る
母
集
団
の
意
義
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
（
二
六
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
　
（
二
六
八
）

小
さ
い
比
率
は
正
確
な
推
定
が
困
難
で
あ
る
）
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。

　
四
　
無
限
母
集
団
　
　
推
測
的
目
標
　
　
の
場
合

　
記
述
的
目
標
の
時
は
、
一
個
の
統
計
集
団
に
関
し
て
規
定
さ
れ
た
集
団
性
の
方
向
の
数
だ
け
母
集
団
が
存
在
し
、
且
つ
、
母
集
団

と
統
計
集
団
は
大
き
さ
を
同
じ
く
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
推
測
的
目
標
の
場
合
は
、
観
察
集
団
が
一
方
向
の
集
団
性
に

就
て
の
み
構
造
分
析
し
得
る
こ
と
か
ら
、
一
個
の
観
察
集
団
に
は
一
個
の
母
集
団
の
み
が
対
立
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
母
集
団
は
観

察
集
団
を
同
じ
条
件
の
下
で
無
限
に
拡
大
し
た
と
仮
定
し
た
場
合
に
対
応
す
る
仮
想
の
無
限
集
団
で
あ
る
。
こ
こ
に
無
限
母
集
団
を

仮
定
す
る
の
は
、
推
測
的
目
標
の
場
合
の
論
理
的
条
件
で
あ
る
一
般
的
お
よ
び
特
殊
的
原
因
複
合
の
図
式
に
於
て
、
特
殊
的
原
因
複

合
の
作
用
の
完
全
な
相
殺
、
消
去
と
い
う
理
想
状
態
は
、
観
察
事
例
の
数
を
無
限
大
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
姶
め
て
実
現
し
得
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

考
え
ら
れ
、
ま
た
、
そ
の
こ
と
は
確
率
論
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
推
測
的
目
標
の
場
合
は
杜
会
現
象
の
集

団
的
存
在
性
は
一
応
捨
象
し
得
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
無
限
母
集
団
の
仮
定
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
こ
こ
で
は
統
一
的
な
一
般
的
原
因
複
合
の
支
配
下
に
あ
る
高
度
に
同
質
の
現
象
の
集
団
で
あ
る
か
ら
、
ン
、
の
要
素
の
値

は
一
般
的
原
因
複
合
に
対
す
る
特
殊
的
原
因
複
合
の
撹
乱
的
作
用
に
よ
っ
て
大
な
り
小
な
り
偶
然
的
な
変
動
を
示
す
の
で
あ
り
、
も

し
、
特
殊
的
原
因
複
合
の
作
用
が
完
全
に
偶
然
的
性
質
の
も
の
で
あ
る
時
は
、
確
率
変
数
的
な
変
動
を
な
す
と
考
え
ら
れ
、
確
率
論

的
図
式
の
適
用
が
可
能
と
な
る
。
か
く
て
、
無
限
母
集
団
（
お
よ
ぴ
、
そ
れ
か
ら
抽
出
し
た
と
み
な
さ
れ
る
観
察
集
団
）
の
要
素
は
そ
の
本

質
に
於
て
確
率
変
動
を
す
る
こ
と
が
仮
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
対
象
た
る
現
象
そ
れ
自
体
が
確
率
的
性
質
を
有
す
る
た

め
に
・
何
等
特
別
Ｏ
選
択
操
作
を
加
え
る
こ
と
な
し
に
現
実
界
か
ら
得
た
ｎ
個
の
単
位
○
値
の
組
（
・
ご
…
・
、
ヨ
）
は
、
ｎ
次
元
確
率
変

数
Ｏ
実
軌
但
と
な
り
、
そ
れ
の
特
性
値
（
統
計
最
）
は
確
率
変
数
で
あ
り
、
か
く
て
、
統
計
姥
！
、
丹
数
と
の
関
係
を
示
す
確
率
論
的



図
式
を
適
用
し
て
、
母
数
の
推
定
誤
差
の
規
定
や
母
数
に
就
て
の
統
計
的
仮
説
の
検
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
こ
で
、
無
限
母
集
団
の
場
合
は
、
現
象
が
そ
の
性
質
に
於
て
確
率
的
要
素
を
有
す
る
こ
と
が
確
率
論
的
図
式
の
遭
用
を
可
能
に

す
る
条
件
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
本
質
的
に
確
率
的
性
質
を
有
す
る
も
の
は
、
現
象
が
考
え
得
る
限
り
の
主
要
条

件
を
全
部
同
じ
く
し
、
知
り
得
な
い
無
視
し
得
る
小
条
件
の
み
を
異
に
す
る
状
態
に
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
実

験
的
処
理
の
可
能
な
場
合
に
は
得
ら
れ
る
が
、
実
験
的
管
理
の
不
可
能
な
い
し
は
困
難
な
杜
会
科
学
的
領
域
に
於
て
は
稀
有
で
あ
り
、

精
六
常
識
的
、
通
俗
的
意
味
で
の
偶
然
性
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
場
合
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
故
に
、
推
測
的
目
標
の
場
合
に
は

推
測
統
計
埋
論
は
殆
ん
ど
適
川
し
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
大
抵
は
「
同
様
の
資
料
の
観
察
を
繰
返
し
、
、
再
三
同
様
の
関
係
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

る
な
ら
ば
、
実
際
的
に
は
確
信
を
以
て
そ
の
緒
火
を
典
型
的
と
み
な
す
」
や
り
方
に
よ
る
し
か
仕
方
が
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
戸
＞
・
司
〆
ぎ
■
ｏ
ｏ
汁
津
げ
戌
０
２
一
曽
¢
艘
ｏ
ま
｛
ｏ
Ｈ
寅
窃
¢
胃
ｏ
プ
ォ
昌
ざ
易
一
－
Ｈ
亭
＆
二
宕
８
一
勺
・
べ
．
遠
藤
、
鍋
谷
訳
「
研
究
者
の
為
の

　
　
　
統
計
的
方
法
」
昭
和
二
七
年
、
五
頁
。
な
お
、
こ
の
場
令
の
母
集
団
概
念
に
つ
い
て
は
　
佐
藤
博
「
椎
計
学
批
判
」
経
済
統
計
研
究
会
『
統
計

　
　
学
』
、
箪
一
巻
策
一
号
、
三
一
－
五
頁
に
詳
し
く
整
理
さ
れ
て
い
る
。

　
　
（
２
）
　
デ
ミ
ソ
グ
（
オ
．
■
．
］
）
ｏ
冒
，
ｏ
ｑ
）
　
は
い
を
仁
己
く
¢
豪
ｏ
｝
の
個
々
の
数
彼
を
勺
ｏ
勺
巨
２
弐
；
と
い
っ
て
区
別
し
て
お
り
　
（
一
）
。
ヨ
，
ｏ
ｑ
・

　
　
　
Ｏ
○
◎
昌
Ｏ
日
さ
昌
一
〇
｛
○
○
Ｐ
ヨ
■
｛
目
０
ｑ
一
岩
ｍ
〇
一
勺
勺
．
Ｏ
。
仁
～
切
・
）
、
邦
沢
篶
で
は
自
己
き
易
Ｏ
は
母
集
団
、
づ
。
勺
己
、
庄
。
目
は
計
量
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
（
斎
藤
金
一
郎
沢
「
標
本
調
査
の
理
諭
」
、
昭
和
二
八
年
、
八
九
虹
）

　
　
（
３
）
　
数
理
的
に
は
、
母
集
川
は
単
た
る
数
仇
の
災
令
で
は
な
く
、
確
＊
変
数
と
し
て
の
数
仇
の
災
く
。
と
し
て
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

　
　
　
時
は
、
～
無
眼
冊
共
団
は
同
じ
条
件
の
下
で
可
能
た
数
他
全
体
と
そ
れ
に
附
与
し
た
…
岨
の
確
率
と
よ
り
成
り
、
似
有
眼
母
災
団
は
蝋
位
の
有

　
　
　
す
る
数
伏
の
集
く
□
と
そ
れ
か
ら
任
煎
杣
…
し
た
ｎ
個
の
数
他
の
組
（
こ
れ
は
任
な
杣
川
操
作
に
１
よ
っ
て
ｎ
次
元
碓
率
変
数
と
な
る
）
企
体
の
集

　
　
　
合
と
を
組
に
し
た
も
の
と
な
る
。
　
（
宮
沢
光
一
「
近
代
統
計
概
諭
」
岬
和
三
一
年
、
一
九
二
頁
参
照
）

　
　
（
４
）
　
こ
の
場
令
、
標
本
の
大
ぎ
さ
は
、
同
一
□
標
納
度
に
対
し
て
各
集
団
性
の
方
向
毎
に
必
要
な
標
木
数
の
う
ち
批
大
の
も
の
を
以
て
決
定
さ

　
　
　
れ
る
。
従
っ
て
、
集
団
性
に
よ
っ
て
は
過
大
な
（
不
維
済
な
）
標
本
と
な
る
も
の
が
外
ず
る
。

　
　
　
在
会
統
計
に
お
け
る
母
集
団
の
菰
義
（
関
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
（
二
六
九
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
（
二
七
〇
）

（
５
）
　
標
本
調
査
に
よ
っ
て
、
母
集
団
の
比
率
、
平
均
値
だ
げ
で
は
な
く
、
単
位
の
個
数
や
単
位
の
値
の
合
計
を
も
推
定
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
の

　
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
は
、
ま
ず
比
率
な
い
し
は
平
均
値
を
推
定
し
、
陵
に
母
集
団
の
帯
位
総
数
を
乗
じ
て
　
　
す
な
わ
ち
、
母
集
団
の
単
位

　
総
数
と
い
う
標
本
以
外
の
情
報
を
凧
い
て
　
　
推
定
す
る
の
で
あ
り
、
標
本
そ
の
も
の
か
ら
搾
定
し
得
る
の
は
比
率
、
平
均
値
等
の
集
団
構
、
じ

　
の
特
性
値
だ
け
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
　
（
森
田
優
三
「
統
計
学
汎
論
」
昭
和
二
三
年
、
二
四
五
頁
参
照
）

（
６
）
　
宮
沢
、
前
掲
書
、
一
九
二
頁
。

（
７
）
　
拙
稿
、
前
掲
論
文
、
一
七
三
－
四
頁
参
照
。

（
８
）
　
Ｈ
一
Ｈ
婁
蟹
昌
黒
グ
ヒ
行
ｏ
冒
９
目
¢
○
ｏ
汁
黒
汀
庄
〆
Ｏ
；
目
亭
豪
ら
０
Ｈ
ｏ
ｏ
↑
牡
卑
寿
一
弓
邑
戸
Ｎ
＞
自
｛
ｒ
畠
お
一
〇
〇
・
ミ
．
大
橋
、
足
利
訳
「
一
般

　
統
計
学
」
昭
和
二
八
年
、
三
〇
頁
。

む
　
　
す
　
　
び

　
以
上
三
節
に
わ
た
っ
て
、
杜
会
統
計
に
お
け
る
推
測
統
計
理
論
の
遭
用
可
能
性
の
間
題
を
、
杜
会
統
計
に
お
け
る
認
繊
日
標
の
二

元
論
の
立
場
か
ら
考
察
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
緕
果
、
記
述
的
口
標
の
場
合
に
は
、
統
計
集
団
の
規
定
を
前
提
と
し
て
そ
れ

の
妥
当
す
る
限
界
内
に
於
て
、
杜
会
集
団
の
数
的
記
述
に
推
測
統
計
理
論
を
有
効
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は

人
為
的
に
確
率
の
場
を
作
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
推
測
的
Ｈ
桃
の
場
合
に
は
、
一
般
的

原
閑
複
合
に
対
応
す
る
典
型
的
な
値
の
推
定
に
推
測
統
計
理
論
の
適
州
は
殆
ん
ど
の
場
介
に
困
難
で
あ
り
、
そ
れ
は
悦
象
の
性
質
に

確
率
変
動
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
尤
も
、
小
物
的
考
察
か
ら
塊
象
の
本
貫
に
完
企
な
確
率
性
を
予

想
し
得
な
く
と
も
、
ほ
ぼ
ン
、
れ
に
近
い
偶
然
的
変
動
を
仮
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
更
に
、
実
際
に
得
ら
れ
た
資
料
ｏ
吟
味
に
よ
っ
て

そ
の
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
場
合
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
時
に
は
確
率
算
的
処
理
を
適
州
す
る
こ
と
が
で
さ
る
で
あ
ろ

う
が
、
推
測
統
計
珊
論
Ｏ
仮
説
検
定
、
区
閉
推
定
の
精
密
な
図
式
を
考
え
る
時
、
ン
、
れ
Ｏ
厳
密
な
適
川
は
確
率
変
鋤
へ
Ｏ
高
皮
Ｏ
近

似
性
を
有
す
る
場
介
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
む
し
ろ
、
完
全
な
確
率
性
を
仮
定
し
得
る
場
合
に
限
る
べ
き
で
あ
る
と
川
心
わ
れ
る
。


